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言(AjbS”ciI）

Devel()l)menlaldyslexiaisdeH1lc(lasaspecincandsignill(Panlimpairmentin1℃adingabilily

thatcann()tbeaccountedforbyany(1eHcilingeneralintc11igenceorsensoryacuily､Ithasbeen

knownthatdyslexicchildrenexhibil〔leHcitslOrphonologicalawarenesstasks,whichrequire

theabilitytomal〕ipulateabstractl)h(〕､()logicalrepresentaUons・Alowerprevalenceo[(]yslexiain

JapanesesuggestslhattheJapaneselanguagemaybem()reeasilylearnedandmanipulatedby

peoplewithdyslexia､Ｔｈｅｒｅａｒｅｌｗ(）supp()sableapproachesl(）studyingthemechanismof

dyslexiausinglｈｅ[uncUonalMRI（lMRI)．()neisthesludyinhealthyJapanese[()investigate
advantage()ｕｓproper(iesofJapaneserelatedtolessprevalencC()fdyslexiaandthe()lherisihe

comparativGstudyinchildrentoinvGsUgatethedifferenlc()1-lica1activilyoldyslexiaan〔lllormal
readers

FirsI，［ＭＲＩｗａｓｕｓｅｄｔｏｉｎｖｅｓ(igatｅｔｈｅｎｅｕｒａｌｓｕｂｓ[ralesunderlyingph()、()l()gical

manipulalionoIlheJapaneselanguageTheposteriorparlso[thesuperiorteml〕()ralsulcus

(STS)ｗｅｒｅａｃ[iveduringtheaudit()Iytasks,suggestingtha(ｐｈ()nologicalrepresentalionsare

manipulatedinthisarealncontrasMhcintraparietalsulci(IPS),whichhavebeenimplica[ｅｄｉｎ

Ⅵsuospatiflllasks,wereactiveduringlhevisualtasks,indicalillglhatphonemicmanipulationof

"kana”lettersisvisuospatialWesuggestlhatbecause()ilhel)h()nologicalandol-thographical

simplicities()[lheJapaneselanguage,dyslexicchildrenm()1℃ｅasilylearnthec()1.respondence
betweenlet[ersalldsounds．

KEvwoﾉてん：ＦｕｎｃｔｉｏｎａｌＭＲＩ，ＤｅｖｅＩｏｐｍｅｎｔａｌｄｙｓｌｅｘｉａ，ｊａｐａｎｅｓｅ

(Learningl)is()r〔ler)の-111として「,i6,tみの112確

さとJIl1解ﾉjについての個別検ili；によるIilWi((i化検査

で測)上されたIi11iみの到達度が,その人のﾉﾋ活ｲ'二齢．

測定されたjill能，イ１２齢机応の教ｆｒの;IiII1度に応じて

期待されるものよりも-'一分に低い」と定雅されて

いる．人111iにおける認知または'li1iWl処｣M1の與常に

はじめに

発達性,３肘:|{ｌｉｒｌ１ｆ(1)cvclopmentaldyslcxia)とは，

ｉｉ１１的発達全般には迷れがなく．十分な救行を受け

ているにも|ＡＩわらず，統字能力にきわだった11;|雌

を示すものであり，ＤＳＭ－Ⅳl）では`､)::稗llIit`,ｌｉＩ
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１８１１本ﾉﾊﾘ,L放射線学会雑砧

基づくと答えられており，小児におけるI(５次機能

肺'iifのモデル的疾患である．

統制llif`ilii児の認伽Ⅱ機能については，アルファベッ

ト国.ﾊﾟﾊﾟ|醤|では1970ｲﾄﾞ代よりMi｛んにiili先されており

phonologicalawareness(iii譜に含まれるiIfを脊索

に分解し操作する能ﾉj）にlIlIt’1ｉｆがあるとする'#M告

が多い．，;/i蚊欝の比'陵（`slln-see-rag-s()ck'から

異なるものを探す)，iIM1の比'陵(､sun-gun-rub-hln’

から災なるものを探す)，ドザ索のiIilll縦（`bicc’から

"b”を除くと‘ice，)．１，f衆のri換（`JohnLennon，

の譜､11iIfを入れ替えて,LonJennon.）といった

Phonologicalawareness,;''1題の成紙が統字lliif'iIfﾘ,Ｌ

では恐いこと，また、，沈みの稗得前のこれらの,;Ｍ

題の成紙はその後の読みの能ﾉ｣とｲ'1MMすること．

が報(!rされている2.3)．

読字llllf'１ｉｆ児の認jiI1機能liiUit',ｉｆと読みの学粋|ｲ《|雌と

を説|ﾘＩするため．いくつかのIM1論が提ｌｌｌＩされてい

る．その・つであるPh()１１０１()gicaltheoryでは，締１１

の'111象il9な炎象(Phon()logicalrepresentalion）の

|瀞;が統宇障害の11,核n9なlllii'ii；であると勝える4.5)．

すなわち．文字と音lIil!}ii位の対応隈|係をilYi1卜する

ためには，まず，迎統して変化する斤系ﾀﾞﾘである

青717,T1i(の''１から，それぞれの文字に対Ⅱijiするｉｆ

紺ii〔位の衣象を確立する能〃が必.要，ということ

である．この能力のl1IitIli:が，文字と青繊の対応関

係の学粋を|ｲ1雌にし．Ｉ沈みの障害をもたらす．一

方，この｛ｉｆ縦表象能ﾉJの隙'１１;は，その),1Ｗｉｌｌにある

'１（く変化するJIIIi報(ｆｌｆ)に対する認知隙'ilfのiii1liI,ＩＬで

あり，l1il様の障需が#i1,党,Mlnllにも起こる(Tempora］

processingdeiicitlheo1y／Magnocellulartheo1yで

はこれを人細胞機能のlIFif`,ｉｆとして説|ﾘ]）とする考

え方もある6)．しかし，Ramusらは雛`Ｈ１ｌＩｔ',|;の症

例の''１で，ｉ<M党・聴党の人細I1u系の認)<I1liM題に與

常を認める例よりも，iffN1i操作課題にy唖'1を認め

る例の〃が多いことから，ffKi1表象能ﾉ｣そのもの

の隙',ｉｆを根本病態7)，としている．

読み,ｉｌＭ１ＪおよびiJfi1iIWI作,i1ll題におけるＰＥＴ・機

能的MRIでのＩｉ１１究では，，税`j:Iiiit毒ﾘiL・什ｌｌﾄﾞではﾉ1ョ

l1UlijIrjl1i後部，いわゆるWernicke野l剛ｊＩｌのl1IiWiliが健

常者１１ﾄﾞに比べ弱いことがIiiIf認されている8)．この

ことは，この部|立の|i；r,{;が,洸字l1ir詳児の柵１衣象

能ﾉjの隙１１Ｆに関連しているＩＩＪ能性をﾌﾊﾟ唆している．

発迷'１１就学隙審の苑′|;率は,-濡門により鑛がある

ことがjil'られており，欧米では学齢叩)およそ５－

１０％9)に認められるが，Ⅱ本では，％以下,()）と

低い．｜|本Ｉｉ門における,＃ii字障ﾂﾃﾞの),)i態については，

まだト分にIUi究されていない．，,/,父,;(iの,;(字障需

には’仮名の習得から|;iit'１i；を認めるものと漢字の

州(卜が'ｲ'雌なものがあるが，表音文字である仮名

の'γ:ｉＷに１１膳厚を認める）,,:例では，アルファベット

1iwiと'Ｉｉ１じ病態がｲﾄﾞｲ,;している,1,能,,,;がある．ま

た’’１ｉ１じ病態が存/[しているとすれば，発生率の

低さには読字のｉｗｌＬにDMわる'二,本譜の,,jr,,ﾘﾆが関リ

していると考えられる．これまで，文字と対応す

るi0fiHil1ili位が音業よりも聴覚的に,洲〈,,の容易な需

節（'1iIili:には「モーラ｣）であること，文字と締【i

ii〔位の対ｌｉｊｌ脱11,1がiii純であること，などがその典

ｌｋｌと琴えられている．発生率の迷いにlflわるロ本

'譜の特|'|;を検討することで，逆に銃'ｊ:隙`Ｉｉｆの病態

やｲ｢効な脂導法が検,i１．できるのではないかと答え

ている．

これらのことをｌ１１ｌＩｉまえ、私達は機能的MRIをⅡ｜

いた抗'ｉ:障害児へのアプローチとして，次の二つ

のかliIjを苔えている．－つは．読字の州〔}に関わ

る’1本'謡の特性を検,i､Ｉするために，Ｉｗｌ＃成人を対

象として↑柵1表象の操作におけるアルファベット

と１Ｗ,の迷いを検,;Iすることである．もう－つは

小児を対象として，学稗障害児群と健常児群の談

'j':Ｉｉ１Ｉｌ題および綿!i操作ilI(題における,,ixi活釛の違い

を検!;Ｉすることである．今,1,,は，他術成人を対象

として↑iった｢ＭＮ,i冊のl1flM1操作iiI,(),11jにおける機能

｢I9MRI1i)｢究をＩｌｈＤに述べる．

方法

対象：イi利きのlllL1iir成人l9fi（ｿl1vlH()ｆ１．女性

川'１）

Ｉ洲迦：’1本i譜におけるi\韻操作課)趣としてＩＷｌｒ

変換liIllI11mを作成した．これは，音節の１J綿|j分の

入れ伴えを行う,訓L腿である．｜王位''111譜Iiw究所の

｢数flﾘ１Ｍ鷺諮」より，迦常平仮名でIiLl1Iikされる３

ffiWiiii.[WLiを選んだ．また、Ｊ１ﾐ]iii譜の苑ifにおける

lｲ《lillIさを岐小にするために，選んだ第1/f節のIリ

ffを変えて｣'三lil譜を作成した．

lMjiAiti1l{題では，Ｊ|【磁性のヘッドフォンを〕l回して，

女Ⅱ；のﾉ'『でiii語またはJl21i1譜がＩ'1'kされ、被験者

はそのｊｉｉｉ２音節のＩＷｆを「え」に変えて，I-l蚊で
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答える．例えば、さくら，の２番１１の|if節「く」，の

l晄音「う」を，「え」に換えて，「さけら」とし，’１

頭で答える，Ｊ|{ｉｉＷｉ「しくら」についてもl1ilMfに

行い，瀞えば「しけら」となる（Auditoly,vowel

exchange；AEiilM1:i)．ＡＥ課題の対1M1Ii1ll題として，

'１１１こえた〕ii,譜･｣脚ii語をそのまま繰り返す,ｉＩｌ題

(Auditory、rel)(Pliti()､，ＡＲ課題）を↑fった．ｉＭ党

Ｉ洲題では，ｌ１ｉｌじ〕ii1i/i・Ｊｌ：iii語を乎仮イノ,で１，:'（し、

聴党課題とl1flじ|リ19f変換を行った（Visual，ｖ()wel

exchange，VE1iMI1Li)．ＶＥ課題の対１１(１１１１MIJは，１１}

示した)ii譜．JliliiIi{iをそのまま音読するVisuaL

reading，ＶＲ裸迦とした．被験者の1文liiはデジタ

ル録音し，，ｉｌｌＩ題の達成度，反応時ＩＨＩを解析した．

課題のFl1iｿiHは，各セッションのllM始Iiiにl';jillし，

被験者はセッションを迦じて同じ,ｉＷＬＩ週を行った．

セッションは９エポックから成り，門エポックは

32秒で．ｉｉｉ１１門８１１１||，友llii，非単語811'１il，友''１１１…の

順に1t：示した（Fig.1-上段)．慣れの効１，}Lを除くた
め．課題のllUiliぢは被験怖}Iでカウンターバランス

をとった．／Ｍ（験|ﾙ|始前に，水ｿﾐ験とは別の単

語・」脚iiL,i＃をIllいて練習を行い．，i1ll1Ⅲ1,1,ｋから

2000,1,s以|ﾉﾘに瀞えを言い終わることができるこ

とを1M:,潤した．

撮像：機能｢1ﾘMRIの撮像はSimens・Allegra、

3..rにより，Ｔ２＊-weighted、９１．adiclltecho、echo

planarimaging法(TR＝4000,s，ＴＥ＝30,s，Hip

angle＝78｡）で↑｢つた．搬像ノイズの|剛Zlilll題へ

の影郷を少なくし，発声による助さのアーチファ

クトを１１A小にするため．AcquisiU()nIin]ｅ２０００ｍｓ

でClusle１℃〔1Ｖ()lumeacquisitionを行い11)．１１，１像の

インターバルの2()00,sで課題1,レポと彼験肝から

の回答をｉｆった（Fig.1-下段)．

解析：解析はSPM９９(WellcomeDcpartmentof

CognitiveNeLlr()l()gy,London,ＵＫ）を１１lいて行っ

た．まず，１１k験什jljに各課題におけるlliWlIi助部位

をclusterlcvclでcorrectedP＜0.()5を｛｢通として求

めた．その後．Randomeffectm(〕〔1elにより，全被

験-街でのグループ解析を行った．杵,訓(題における

32sec
しｑ

Wordｌ０ｒｄ Nonword Nonword

Rest Rest Rest Rest

と P

Aoquisitiontimelllterval
2000m８ 2000Ⅲｓ
ｑＭP

(x8）lma9e

acquisition
Ａ

｢askwords

、

、

Articulation

′

AuditoryofVisual

Fig.１Taskdesign､Theclusteredv()lumeacquisiLionwasusedt〔)nlinimizetheefiecL()［、ⅦRIscanning
noiseandthemotionartifactrelatedtoarliculation
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脳WiIIiｶﾊﾞ'1位を求めた後，｝サｌｌｆ変換,ill(M1Jによる'１if活

をコントロールＨ１(題との差として求めた．（AE-

AR、VE-VR)．この11*，コンl､ロール,ｉ１ＩｌＩｕでの活

動低「部位を除くため，母ff変換課題ＡＥ・ＶＥで

ｲi｢怠な賦活を,淵めた部位のｉＩ１でコントロール課題

との)贋を>1とめた（inclusivemask)．ともにc]uster

]evelでのcol･recte(Ｍ＜0.05(heightth1･esh〔〕１．Ｔ＝

3.61,degreesofli℃edom（１，１８)）を(｢忠とした．

結果

１１M人解析の結果は省略する．

Ｊ脚１１語におけるグループ解析の結果をFig.2に

水した．聰`｝ﾉZでの１Ｍ音変換ｉｉｌｌｌ題AEのIljiW1Ti部位か

らコントロール,ill(腿ARをリ|いたものをﾙI(で，視

党でのl砒背変換liIl題VEの１１MilWl位からコントロー

ル,;111),ｌ１ＷＲをリ|いたものを赤でⅢ蝉v二１１１Mの３ＤIlIli像

(上段）およびy＝-62での冠状ｌｌＩ）rlllli像（「段）’二に

表している.１１脳,ｉＩｌＬ題ではi1ijI1IIlの上Ｉ１１ｌｌｎＩ１ｌＷの後部．

ilM党,;11題ではi'｢jIl1llの頭頂1A1満と小脳｣｣(部に宵韻変

換による賦活を,認めている．iiWi1iML題においても，

ほぼ|,｢]様の部位に!Ijli活を認めたが’よＩ)lllWiが弱

いIlnlｲﾘがあった(Table､1)．

各冊lll1fにおける,洲題fljのMRI,ﾄﾞﾄﾅの変化|,!（％

signalchange)をA～Eのグラフに,｣〈した．これは，

Ｉｌ１１ｉｌ人ｉｌｊにf十%'11,kのピークのⅢlill)||に'''1:係12ⅢⅢのＶＯＩ

(volumeofinlerest）を設定して求めた％signaI

changeの､｢均（バーは標準誤堆）である．lIljlU1上

Iul卿附後部においては聴党課|趣のみⅢIljlllll頭頂間

ｵﾙにおいては祝党,illL題のみで，ＩﾘＷ変換Ｉｉ１Ｉｌ１１１１Ｊとコ

ントロール,illlMLiのｌｌ１ｌにILj意差を認めた（/)＜().()01、

paired-Itest)．一方，小脳LMljでは聴此ｉｉＩＭＬＬ視

党,ilMnともＩｌｉ`ｆ１ｉＩＩｌ題とコントロールＩｉ１Ｉｌ題の》|§はｲｉ

意であった(】l)＜0.001,paired-ttest)．

考察

(Fig.3-1）．これは，災lWiを始めとするアルファ

ベット，i､,i冊では．文字とijfとの対応IjM係が一定で

ないため，文'j'どが欣接には}刑!`Ｉ１ｌｉｆＩｌと結びつかな

いためである．

今l1I1の私達の研究では．’1本語における音繊操

作課題においては、課題1,1,ﾊﾟのか法により全く異

なったI11j位がllli(活されることが,Iくされた．聴党的

にI,ムホした'リ汗変換課|幽では，ノ,：似'１１の後部上ＩＭｌ

蚊満の11,iW,Tiを組めた一〃，ｉＩ,l幽的に１，L示した}ｿ：

ｉｆ変換,ｉ１ＩｌＩＩｕでは，聴覚,;1111,11Jと企くy肱り，両IHllmi

lI1lMl満およびＭｆｉ頂小蝋が11,iWiされた．

聡ｉＺＩｉＩｉｌ題で賦活を認めた/ｆＭＵｌ卿ｉ１Ｉｌ後部は．ア

ルファベットし↑語でのiWI1i操作,訓｛題でもl1iIi活が報

〈'；されており，読字Iliifllﾁﾞﾘ,11．什とｌ１Ｗｉドル者の）腱

がmlillIlrされている部位の近傍である．ノfI11ll頭葉後

部は｢qfﾉ17（【W【iおよび文字ﾉｶﾞﾄﾞから恕,IiL4された単語の

ifhM1系ﾀﾞ１１の－１kf的な表象にⅡMわるとfFえられてい

る'2)．このことから１１１１１段的なffN11炎泉の操作に

この部位の派吻が関わると考えられる(Fig.3-2)．
祝党課題で認められた1,101111M１，１%1ilWiおよび上頭lri

′川瞳のⅢiWiは，イメージした炎の''１でMff移動す

るといった|Ｉ,1,''部}]操作ii1llMIiiでのⅢiW1TiNll位13)に類似

しており，ＩＷｉの音韻'1州lが１１１らかのＷｌＬ２間的操

作により処'''1されることを,k唆している．平仮名

の柵11`１１'i1lillはｌｌ音とrffがⅡ,l11ll的にＩ１Ｉｉｄﾀﾞ'１された５０

１１f衣によって表すことができる．私達は．この50

19f炎における位続情報が．仮名の部11操作におけ

るFljil､りになっているのではないかと塚えている．

この((を検,i’１.するため．ｌ１ｉｌじ,ｉｌＩ１),１１iを小判交３ｲ|ﾐ

ﾉﾋから''１'γ２２ｲ'２生の読字'１１１('１１i:児６人，他常小児６

人でi｣:ってみた．読字liIii'１ＷLの〃が,１．Ｊ'１；:年におい

ても[１１審率が低く,反IijlLIl:lMlが災いILIilｲﾘを認めた．

また．〃''1行としては，，;Ｉ１ｌＩ１ｌＬｉが'１J能であった読字IIlif

lIﾁﾘとの３１ﾀﾞ11/ir例，健常ﾘﾑのうち３年′|その２例で、

501Hf衣をＦがかりに母Hf変換を行っていた．この

ことから，少なくともｲ|沙ﾘJや,洸'Ｈ１ｊｉｔ'１'ﾄﾞﾘilにおい

ては，５０ｒｆｄｌきが厭素のl1il〉とと操作をilli肋すること

が,ﾊﾟ唆された．このように，ｉｆ(11l1iI定・操作にｉＩ１１Ｉ

ﾘ將l11liIZi19'１１１i､ﾄﾞ'1が利Ⅱlされ↑(｝ることは，iff韻の'１１

)上・操作をJff易にし，仮ｲﾉiにおける文'j':と音韻ｌｉｉ

位との対応DM係の学習を容易にしている可能性が

あると考えている．

」Ｍｌｉ，小ﾘﾑでの実験に|ｲﾘけて，，ｉｌＩ題作成とPI111i

アルフフ･ベット，i語におけるｉＷｌ１操|Ｍ１題で

は，聴lALil，にｉｆった,ｉｌ１ｌ題でもMul'１９に行った場合

でも，』fI11l1蚊雌後部，左頭11〔jlﾋﾞＭＭ・ノ,§|〈|)i蝋回

(Br()ca1l11）などＪい､する(川がllIiW11iされること

がflM'iされている．このことは，アルファベット

言語においては．視覚的に1,1,1〈された語に対応す

るMfH1iの操作を行う場合，まず，’''1象的なﾂﾞｻﾞ縦表

象にiibiiき換える必要があることを,I池ている
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Fig.２TheincreasedactivityduringvoweIexchangetaskscomparedwithcontroltasks(nonword）
Areasexhibilingincreasedactiviｔｖｄｕｒｉｎｇｔｈｅａｕｄｉｌ()lyvowelexchangelaskcomparedＷｉｔｈ

1℃I〕eliti()、[ask(green,bi1alerall〕osteriorl)artofSTS）ａｎｄlhevisualvowelexchangetaskcoml〕ared
wilhthcreadinglask(red,bilatcralll〕Sandcerebellarvermis),ａ】･esuperimp()ｓｃｄｏｎｃａｎ(〕nical3D

images（ul〕l〕Gr）ａｎｄａｃ()r()nalsecti()IIaITalail･ａｃｈｌｓｃ()()r(]inalc()｢y=-62（l()we】･mid(Ⅱe).Ｔｈｅ
［hresholdwasc()rrectedP=<・()５atclus[erlevel、

MRsignalchangesin5regi()I1sGxhibitingincreasedactivilywerecalculatedlol･cachsubjectusinga

sl)h()ricalV()Ｉｗｉ[ｈａｄｉａｍｅｌｃｒｏｆｌ２ｍｍ､VOlwerecentere(１〔)ｎｌｈｅ］oca1maxilnum・Thegraphs
sh()ｗｅ〔1task-lでlalc(lMRsign&11changes（％）duringeac111askat1c｢LSTS(-46Ⅲ()3`1,();Ａ),rildltSrS
（50,-38,0;Ｂ),1e[tlPS(-38,-54,54；Ｃ),rightlPS(34,-56,58;I)),andcerebelIarvCrmis(-2,-62,

-34；Ｅ).Ｄａｌａｌ〕()intsrepresentthenlcanSEMofl9subjects．（**jｳ<､､001,pairedt-test：Ｌ,Ie[t：Ｒ，
riRhL）
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Table､１Task-reIatedactivityrevealedbyvowelexchangetaskandcontroltasl〈comparisons

Nonwords Words

ComparisonRegionsＳｉｄｅｘｙｚＣＩｕｓｔｅｒ」P-valuexyzCluster／‐value
slzesize

Audito1y
SrTS

Ｌ
Ｒ －４６

５０

-34

-38

０
０

122

８４

7.35

526

Visufl］
LPS/IPSL

R

Cerebellar
Vermis

233

117

144

5.32

ｲ９１

５１９

－４０－５２５２７８５．０１

８
４
２

３
３

』

４
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２

５
５
６

】
｜
『
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５８
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Thelocalmaximawiththelhreshoｌｄａｔ力＜・O5withacorrec[ionlOrmultiplecomparisons．

１＜Phonologicalawarenesstasksinalｐｈａｂｅｔｉｃｌａｎｇｕａｇｅｓ＞
Ｒｅｓ

IＰ
ｎＥＩ目

pｈｏｎｏｌｏｇｉｃａｌｍａｎｉｐＬｌｌａｔｉｏｎLｔｌＦＧ

２＜ＰｈｏｎｅｍｉｃｍａｎｉｐｕｌａｔｉｏｎｔａｓｋｉｎＪａｐａｎｅｓｅ＞

|F剛LPﾄｰ…こう|ﾗiPsp.ns･(MＭｍに
Ｐｈｏｎｏｌｏｑｉｃａｌｍａｎｉｐｕｌａｔｉｏｎ Ｖｉｓｕｏｓｐａｔｉａｌｍａｎｉｐｕｌａｔｉｏｎ

……･…･ｌＰＳ凰

table(?）

Fig.３Postura[ecogniliveprocesseslbrthephonologicalawarenesslasksinalphabeticlanguagesandthe
l〕honemicmanipulationtaskinJa]〕anese．（IFG，inleri(〕1.1i･()ntalgyrus;LpLinfel-iorl〕arieta1lobule；
ｐSTS，Ｉ〕osteriorpartofsul〕e1.i()rtGmporalsulcus；ＳＴＧ，superiortemporalgyrus；ＩＰＳ，ｉｎｔｒａ
ｌ〕ariclalsulcus;ＬＬleft;Ｒ[，ｒｉｇ１】[）
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ｿﾐ験をｉｆっている．Table､2に小児への｢MRIliH先

を行う際の・股｢1りな111怠点をまとめた'`１－１(;）

小児で[Ｍ１<Iをifう｣;珊今に雌も'匝班なことは，

どうやってiilM題へのMﾙﾉ｣を得、体｣1M)を少なくする

かである.解Ｉ１ｒ段'１１ｹﾞでの体勤補i'三にはlUWIlがあり，

年齢に見合った,ill題にする．撮像I1flH1を良くしす

ぎないなど，被験ilfとなる小児が岐後まで収()組

んでくれるようなＩ:ﾉとが,必要である．また，｜u↑|↑

ﾘﾑ群と疾ＡＭﾄﾞでの化佼を行う場合．グループ|Ａ１で

のiill(題の雌坊腫がIHlMLiとなる．課題の１１２騨燃が人

きく異なる陽介，機能的MRIの結果のIW1(には難

しく，課題成紙をハラメータにする．などの|:ノミ

が必要となる．

今Ｉｎ１行ったlllHf変換I;１１(題では論`了:１１籾ﾄﾞﾘとにとっ

ては課題が雌しすぎるため，健↑Iir児とのlli騨率の

鑓が火きくなり過ぎ，また課題へのⅡ&''１も｜･ｸ)に

↑(ｌＬられないことが|Ⅲ1題となる．呪に，洲`j:lIif`,1川

でも災ll1して取り紺むことの１１１,来る洲１１１１Ｍ:Ｉｉ１ＩｌＩｌｌＩｉｌ

を検討し，川ﾄﾞﾘ11,における学年毎のデータを,li』ifhIi

Il1である．

Table２小児へのf-MR1応用の問題点

．!ｉＩＩｌ池への|)|ﾙﾉﾙ体lliIのIW1IIilI

-Ii1Ill,11J没,１１：｣''1解できる．おもしろい，」辻すぎない

－体1liljiIlilli（TRIＨ１のIIM1き，｜『;)jII11【の変I1il)）

体助が大きい場合は解析から除く必喫がある

●グループ１１}|の比'陵における１１M題点

一,ｉ１Ｉ１Ｉ'1mのiilf易1唾（Schlaggar2()０２［15]）
，i1IlMu成紙がylLなる２群の紬１１↓の解'W(はW（しい

－発述にI1Hう変化を芳臆（S11aywii"2()()２［16]）
－ＩｊＷｉ([i化（小１Ｍの|蝿ﾄﾞﾐ脳）（BurRilln〔12()(〕２［17]）
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